







































































く，２０１３年現在市販されているのは The Mastery of Movement（１９５０）の
152
第四版（２０１１［１９８０］）と Choreutics（２０１１［１９６６］）のみである。和訳版で
は，『新しい舞踊が生まれるまで』（Ein Leben fur den Tanz / A Life for










fort（１９７４［１９４７］），The Mastery of Movement（１９７１第三版；２０１１［１９８０］
第四版），及びラバンが考案し後に弟子のクヌスト（Knust）が完成させ











































































































































・ウルマン（Lisa Ullman）が The Mastery of Movement の第二版以降につ
けた注釈には，エフォートの定義は次のようにある：
The inner impulses from which movement originates are in this and














































































基本エフォート 動きの特徴 抵抗 委ね 流れ
押しつける 直線，ゆっくり，強い 空間，重さ 時間 制限
はじく・はたく 曲線，急，弱い 時間 空間，重さ 自由
ねじる 曲線，ゆっくり，強い 重さ 空間，時間 制限
軽くたたく 直線，急，弱い 空間，時間 重さ 大抵は自由
大きく弧を描き
ながら切る
曲線，急，強い 時間，重さ 空間 大抵は自由



















































































































る The Kinetographic Instituteと，ニューヨークにある The Dance Nota-
tion Bureauの二カ所が存在する（Craine and Mackrell，２００４：２８２）。こ
の他，舞踊学校や大学の舞踊科の科目として，ラバノーテーションを教え
る学校もある。英国には Trinity Laban Conservatoire of Music and Dance
（旧ラバン・センター）があり，舞踊で学士号と修士号の取得ができる。
旧ラバン・センターは，ラバンがナチス・ドイツから逃れて渡英した
後，１９４８年にマンチェスターに設立した Art of Movement Studioの後身
である。その後センターは，サリー州アドルストーンを経てロンドン（ニ






後米国に上述の The Dance Notation Bureauを設立したアン・ハッチンソ
ン‐ゲスト（Ann Hutchinson-Guest）は，１９５４年に Labanotation : the System










年ニューヨークに The Laban/Bartenieff Institute of Movement Studiesを














































































































































































































































The actor talks with his body―not just the vocal apparatus within the
body but the body as a whole. Every aspect of his body language is capa-
ble of a wide range of subtlety of communication. The actor has to know


















Using the eight Basic Efforts can be very helpful where sub-text acting is



















































いる。この点を考慮して，ウルマンは，ラバン著 The Mastery of Movement on
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